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【目的】我々は、音楽伴奏の付いた体操がそうでない体操よりも、健常高齢者の認知機能をより改善

することを報告した (Satoh M, PLOS ONE, 2014)。今回、認知症患者に対する音楽体操の効果につ

いて調べた。 

【対象と方法】認知症患者 85名 (MMSE 16～26点) をランダムに音楽体操群 (ExM) 43、脳トレ群 

(BT) 42名に分けた。週 1回 40分、ExMには音楽体操、BTには携帯型ゲームやドリルを半年間施

行した。前後に神経心理検査を行い、認知機能と日常生活の変化について検討した。 

【検査】神経心理：MMSE、レーブン色彩マトリシス検査 (RCPM)、論理的記憶の即時/遅延再生 

(LM-I/-II)、語想起 (動物名、語頭音)、Trail-Making Test (TMT) –A/B、立方体模写。日常生活：

Behavioral Pathology in Alzheimer’s Disease (Behave-AD)、Functional Independence Measure 

(FIM) 

【結果】脱落者 23名を除く 62名について解析した。年齢、教育歴、開始時MMSEに両群で差はな

かった。変化量について群間比較を行ったところ ExM で、立方体模写に有意な改善 (p=0.009)、

TMT-A (p=0.070) と FIM (p=0.066) に改善傾向がみられた。各群内での前後比較では、両群ともに

立方体模写 (ExM p<0.001; BT p=0.001)、ExMでは RCPMの施行時間 (p=0.021)、BTでは LM-I 

(p=0.039) が有意に改善した。FIM は ExMでは変化はなかったが (p=0.385)、BTは有意に悪化し

ていた (p=0.048)。 

【結語】音楽体操は、軽度から中等度の認知症患者の日常生活動作 (activities of daily living, ADL)

を維持する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


